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０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上

Ⅰ 社会情勢 

１  人口動向 

日本の総人口は、平成 27 年国勢調査によると、１億 2709 万 4745 人で、平成 22 年から

横ばいで推移（年平均 0.15％減，平成 22 年から 0.8％減）しており、国勢調査を開始し

て以降初めての人口減少となっています。33339999 道府県道府県道府県道府県でででで人口人口人口人口がががが減少減少減少減少しておりしておりしておりしており、、、、都市都市都市都市へのへのへのへの集集集集

中中中中がががが進進進進んだんだんだんだ結果結果結果結果、、、、地方地方地方地方はははは、、、、すでにすでにすでにすでに人口減少社会人口減少社会人口減少社会人口減少社会にににに突入突入突入突入していますしていますしていますしています。。。。 

また、出生数（子どもの生まれる数）の減少、出生率（合計特殊出生率）も 1.4(人)台

で推移、65 歳以上の人口が 26.6％とほぼ 4 人に 1 人が高齢者となっております。 

さらに、団塊の世代の退職に伴い、１５歳から６４歳の生産年齢人口の減少が見込まれ、

就業構造や産業構造の変化をはじめ、年金や医療などの社会保障制度、子育ての在り方、

地域社会の維持など、社会全般にわたり大きな影響を及ぼすことが懸念されています。最

近では、年金等年金等年金等年金等のののの福祉政策等福祉政策等福祉政策等福祉政策等においてにおいてにおいてにおいて、、、、少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化がががが進進進進むことでむことでむことでむことで、、、、現在現在現在現在のののの高齢層高齢層高齢層高齢層ににににはははは受益受益受益受益

がががが多多多多くくくく、、、、若年層若年層若年層若年層はははは受益受益受益受益がががが少少少少なくなるのではないかとのなくなるのではないかとのなくなるのではないかとのなくなるのではないかとの不安不安不安不安等等等等からからからから、、、、「「「「世代間格差世代間格差世代間格差世代間格差」」」」というというというという

言葉言葉言葉言葉がメディアにがメディアにがメディアにがメディアに登場登場登場登場するようになっていますするようになっていますするようになっていますするようになっています。 

今後は、このような人口動向の現状と日本の将来設計の双方を考慮した雇用や子育て政

策、社会保障制度等が求められます。 
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２  グローバル化経済の進展と労働力の確保 

グローバルの進展や産業構造の変化が加速する中で、国内外からの企業誘致を促進して

いくとともに、市内企業が江別市の「大学」や「北海道フード・コンプレックス国際戦略

総合特区」といった特性を生かして、「食と健康」などの新たな成長・発展分野に軸足を

置いて活躍できる仕掛けづくりが必要になります。 

また、江別市内に４大学があることや北海道食品加工研究センターなどがある利点を踏

まえ、産学官連携による取組を積極的に進めていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  市民協働と社会のつながりの変化 

国はこれまでの画一的な行政システムを見直すために、平成 12 年 4 月に地方分権一括

法を施行し、自治体の主体性のもとで、市民とともに考え、行動していく新しいかたちの

行政運営が求められるようになりました。 

そのため、各自治体では限られた財源の中で、より有効な施策を展開するために、行政

評価制度、人事評価制度の活用を行い、行政課題に取り組む重要性が高まってきています。 

また、平成 23 年 5 月に江別市出前講座実施要綱を策定し、出前講座を実施しており、

実施回数や参加者数は年々増加しています。 

 

年 度 実施回数 参加者数 

平成 23 年度 32 回（18 講座） 1,230 人 

平成 24 年度 30 回（19 講座） 957 人 

平成 25 年度 30 回（20 講座） 738 人 

平成 26 年度 85 回（20 講座） 1,527 人 

平成 27 年度 91 回（24 講座） 3,639 人 

平成 28 年度 99 回（26 講座） 4,474 人 

 

 

 

出前講座実施状況 （人） （回） 
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４  安心・安全への意識の高まり 

平成 23 年の東日本大震災以降、防災・減災対策への市民意識は、ハード・ソフト両面に対

して高まっており、震災から 6 年が経過した現在においても訓練実施状況は年々増加していま

す。 

また、江別市では平成 27 年 9 月 1 日から市内の防災に関する情報をメール配信するサービスを

開始しており、平成 29 年 7 月 21 日現在で 4,145 名が登録しているほか、「防災・減災のはなし」

の出前講座も平成 27 年度は 23 回（計 1,399 人）、平成 28 年度は 36 回（計 2,214 人）の実施とな

っており、防災・減災対策への市民意識は高まっています。防災への備えや発生時の対応のあり方

についての更なる見直しも必要とされております。 

 

江別市内の災害の発生と被害概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：江別市統計書 一部抜粋） 

融雪増水 河川、農業排水路等の堤防斜面崩壊、被害額190,400千円。

農作物被害、被害額940,719千円。

内水 床上浸水8戸、床下浸水28戸、被害額16,308千円。

異常降雪 農業用ビニールハウス倒壊、被害額11,050千円。

釧路沖地震 地震による排水路、排水機場等の損傷・崩壊、被害額

123,000千円。

融雪増水 農業排水路等の堤防斜面崩壊、河床変動、被害額145,000千円。

異常低温等 農作物被害、被害額2,478,969千円。

融雪増水 農業排水路等の堤防斜面崩壊、被害額98,000千円。

〃 農業排水路等の堤防斜面崩壊、河床変動、被害額31,050千円。

〃 農業排水路等の堤防斜面崩壊、河床変動、被害額37,000千円。

日照不足等 農作物被害、被害額635,238千円。

台風18号 農業用ビニールハウス倒壊、被害額9,710千円。

低気圧等 農作物被害、被害額1,288,581千円。

台風15号 農作物被害、被害額128,283千円。

台風14号 街路樹等の倒木52本。

十勝沖地震 軽傷者1名。

台風18号 街路樹等の倒木1,862本、公共施設等被害、被害額235,018千円、

農作物被害、被害額472,445千円。

低気圧等 避難準備情報発令、避難所（1か所）開設、上江別浄水場取水停

止、大規模断水発生、断水影響33,400世帯、75千人。

台風7号

水没8台、通行止め７か所。

15年 9月 暴 風 雨

9月 地 震

12年 7月 豪 雨

13年

6年 4月 融 雪

7年 4月 〃

4月 融 雪

6～9月 冷 害

26年 9月

16年 9月 暴 風

9月 〃

8年 4月 〃

5～9月 低 温

11年 9月 暴 風

豪 雨

11月 風 雪

5年 1月 地 震

平成 4年 4月 融 雪

6～9月 低温 ・長雨等

9月 豪 雨

発生年月 種　　類 原　　因 被　　害　　の　　概　　況

28年 8月 豪 雨 重傷者1名、道路冠水26件、車庫浸水20件、床下浸水9件、車両
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５  都市インフラの老朽化と公共交通ネットワーク 

人口急増期に集中して整備してきた、江別市の公共施設は、その多くが建築後 30 年以

上経過しています。老朽化が進む中、市民要望や社会の環境変化、防災等により新たなイ

ンフラ機能が求められ、今後 20 年以内に一斉建て替えや大規模改修を要することとなり

ます。江別市では持続可能な行政運営と公共施設等を次世代に引き継ぐことを目的に平成

28 年 3月に「江別市公共施設等総合管理計画」を策定しています。 

また、近年バス利用者の減少が進んでいますが、高齢者等の移動交通手段の確保のため、

持続可能なバス路線の見直しに向けた取組が求められています。 

 

 

施設名 所在地 当初建築年度 
平成 29年度時点の

築年数 

江別市庁舎 高砂町 6 昭和 41 年 51 年 

江別市庁舎 別館 高砂町 5 昭和 42 年 50 年 

江別市庁舎 第二別館 高砂町 5 昭和 52 年 40 年 

江別市教育庁舎 高砂町 24-6 昭和 43 年 49 年 

大麻出張所 大麻中町 26-4 昭和 44 年 48 年 

土木事務所 元江別本町 21 昭和 54 年 38 年 

環境事務所 工栄町 14－3 昭和 56 年 36 年 

水道庁舎 萩ヶ岡 1－4 昭和 56 年 36 年 

江別市民会館 高砂町 7－1 昭和 48 年 44 年 

コミュニティセンター ３条５丁目 11－1 平成元年 28 年 

野幌公民館 野幌町 13－6 昭和 59 年 33 年 

大麻公民館 大麻中町 26－7 平成 9 年 20 年 

青年センター 緑町西２丁目 11－4 昭和 47 年 45 年 

 

 

年 度 
運行回数 輸送人員 

市内線 市外線 合 計 市内線 市外線 合 計 

平成 23年度 42,472 129,094 171,566 593 3,737 4,330 

平成 24年度 38,434 124,775 163,209 548 3,714 4,262 

平成 25年度 38,361 126,283 164,644 548 3,968 4,516 

平成 26年度 37,781 110,757 148,538 523 3,498 4,021 

平成 27年度 34,632 100,212 134,844 554 3,499 4,053 

 

 

 

 

 

（資料：江別市統計書） 

各年度末現在 単位＝回・千人 
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６  郊外住宅の活性化 

大規模団地や住民の高齢化、建物の老朽化などによる空き家や空き地、空き店舗などが

目立ち始め、地域全体の活力の低下が将来にわたり懸念されています。江別市では、空き

家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施するため、江別市空家対策協議会条例を定め、

平成 29 年 3 月から協議会を開催しています。地域の特性を生かしながら、地域、民間事

業者、行政が一体となって、時代の変化に柔軟に対応し、安心・安全・快適に暮らすこと

ができるまちへの再生を進めることが必要となっています。 

 

 

  住宅総数（戸） 
空家全体 

戸数 割合（総数） 

全国 

H10 50,246,000 5,764,100 11.47% 

H15 53,890,900 6,593,300 12.23% 

H20 57,586,000 7,567,900 13.14% 

H25 60,628,600 8,195,600 13.52% 

北海道 

H10 2,433,300 273,400 11.24% 

H15 2,572,200 303,800 11.81% 

H20 2,730,500 374,400 13.71% 

H25 2,746,600 388,200 14.13% 

江別市 

H10 47,970 4,550 9.49% 

H15 50,960 3,180 6.24% 

H20 56,280 7,230 12.85% 

H25 56,590 6,630 11.72% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：総務省住宅局 住宅・土地統計調査） 
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Ⅱ  データでみる江別市の現況 

１ 人口 
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５５５５歳階級別人口歳階級別人口歳階級別人口歳階級別人口ピラミッドピラミッドピラミッドピラミッド    

＜平成 22年国勢調査：合計 123,722 人＞ ＜平成 27年国勢調査：合計 120,636 人＞ 

（※ピラミッドでは年齢不詳を除く。合計は不詳を含む） 

年齢階層別人口割合年齢階層別人口割合年齢階層別人口割合年齢階層別人口割合のののの推移推移推移推移    

（資料：江別市統計書・住民基本台帳・各年 10 月 1 日現在） 

（資料：江別市統計書・住民基本台帳・各年 10 月 1 日現在） 

人口・世帯数 世帯人員（人） 世帯人員 

人口 

世帯数 

（％） 

15～64 歳 

65 歳以上 

0～14 歳 

男 男 女 女 
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人口動態人口動態人口動態人口動態（（（（自然増減自然増減自然増減自然増減））））のののの推移推移推移推移    

人口動態人口動態人口動態人口動態（（（（社会増減社会増減社会増減社会増減））））のののの推移推移推移推移    

4,709 
4,396 4,506 

4,069 4,126 
3,835 3,891 

3,691 3,648 3,715 3,749 3,910 

4,402 

4,007 3,970 3,985 3,980 
3,726 

3,955 

3,722 3,830 3,688 3,794 
3,624 

1,232 1,167 
1,117 1,143 

1,067 1,026 1,022 1,106 1,167 1,061 1,107 1,193 

1,523 1,514 1,559 1,593 
1,330 1,220 1,273 1,195 1,238 1,208 1,165 1,224 

0

2,000

4,000

6,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

5,941 
5,563 5,623 

5,212 5,193 
4,861 4,913 4,797 4,815 4,776 4,856 

5,103 

5,925 

5,521 5,529 5,578 
5,310 

4,946 
5,228 

4,917 5,068 4,896 4,959 
4,848 

0

2,000

4,000

6,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
（資料：江別市統計書）

（資料：江別市統計書） 

死亡数 

出生数 

（人） 

（人） 

（人） 

道外から転入 

道外へ転出 

道内へ転出 
道内から転入 

転入全体 

転出全体 



  

 8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３３３３地区別人口地区別人口地区別人口地区別人口のののの推移推移推移推移    

就業者就業者就業者就業者・・・・通学者通学者通学者通学者のののの移動状況移動状況移動状況移動状況    

48,987 48,677 47,187 

0

25,000

50,000

43,708 43,594 42,473 

0

25,000

50,000

32,906 31,451 30,976 

0

25,000

50,000

125,601 123,722 120,636 

0

60,000

120,000

H17   H22   H27 

H17   H22    H27 

H17   H22   H27 

H17   H22   H27 

野幌地区 

全 体 

大麻地区 

江別地区 

（人） 

（人） 

（人） 

（人） 

（資料：江別市統計書・平成 27年国勢調査） 

（資料：国勢調査） 

恵庭市 

510 ⇒525 人 

0.8 ⇒0.8% 

小樽市 
238 ⇒208 人 

0.4 ⇒0.3% 

札幌市 

24,103 ⇒22,350 人 

 37.1 ⇒35.8% 

岩見沢市 

1,020 ⇒1,060 人 

1.6 ⇒1.7% 

北広島市 

1,040 ⇒1,067 人 

1.6 ⇒1.7% 

美唄市 

115 ⇒95 人 

0.2 ⇒0.2% 

千歳市 

323 ⇒324 人 

0.5 ⇒0.5% 

当別町 

317 ⇒317 人 

0.5 ⇒0.5% 

南幌町 

364 ⇒366 人 

0.6 ⇒0.6% 

石狩市 

335 ⇒380 人 

0.5 ⇒0.6% 

市内で就業・通学の人 

33,686 ⇒32,209 人 

51.9 ⇒51.6% 
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230,382 

283,392 

259,826 

210,479 

219,071 

140,809 

212,526 

129,131 

141,198 

115,018 

119,517 

95,923 

69,073 

59,348 

59,202 

268,617 

47,603 

122,927 

9,056 

84,809 

23,390 
14,974 

11,029 
9,246 

41,560 

17,792 

3,664 

21,911 

345,288 

20,216 

28,633 

22,975 
22,503 

36,184 

121,048 

37,352 
23,277 

88,618 

173,749 

50,101 

35,551 

168,539 

176,576 

27,629 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

札
・
中
央
区

札
・
北
区

札
・
東
区

札
・
白
石
区

札
・
豊
平
区

札
・
南
区

札
・
西
区

札
・
厚
別
区

札
・
手
稲
区

札
・
清
田
区

江
別
市

千
歳
市

恵
庭
市

北
広
島
市

石
狩
市

函
館
市

北
斗
市

小
樽
市

夕
張
市

岩
見
沢
市

美
唄
市

芦
別
市

赤
平
市

三
笠
市

滝
川
市

砂
川
市

歌
志
内
市

深
川
市

旭
川
市

士
別
市

名
寄
市

富
良
野
市

留
萌
市

稚
内
市

北
見
市

網
走
市

紋
別
市

室
蘭
市

苫
小
牧
市

登
別
市

伊
達
市

帯
広
市

釧
路
市

根
室
市

道内各市道内各市道内各市道内各市のののの人口人口人口人口    

（人） 

①札幌市 

1,941,832 人 

⑨江別市 

⑧北見市 
⑦小樽市 

⑥帯広市 

⑤苫小牧市 

④釧路市 

②旭川市 

③函館市 

※○数字は人口の多い順位 （資料：江別市統計書・住民基本台帳・平成 28 年 1 月 1 日） 
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２ 産業 

  

6,340 5,920 5,700 6,040 5,460 5,890 6,000 5,770 
7,359 

5,920 5,590 

6,210 6,920 7,820 6,780 

3,560 3,200 

6,263 6,690 

7,176 

7,290 
9,105 

2,520 2,460 
2,830 

2,890 

2,580 2,650 

2,800 
3,711 

802 
2,360 

2,014 
2,860 3,030 

2,240 
2,410 

2,839 1,413 

1,010 

1,255 
1,363 1,098 

3,267 765 
960 907 

789 

782 

885 

832 

1,230 
844 1,060 

1,078 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

91,104 
95,686 100,396 

106,896 
97,924 97,689 

88,184 85,740 
92,025 

3,203 

3,624 
3,687 3,653 

3,592 3,554 

3,430 3,390 

3,587 

2,000

3,000

4,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26

主要農作物主要農作物主要農作物主要農作物のののの収穫量収穫量収穫量収穫量    

（ｔ） 

（百万円） 

工業事業所従業者数工業事業所従業者数工業事業所従業者数工業事業所従業者数とととと製造品出荷額等製造品出荷額等製造品出荷額等製造品出荷額等    

（人） 

（資料：江別市統計書） 

（資料：江別市統計書） 

水稲 

小麦 

春植えばれいしょ 

大豆 

たまねぎ 

事業所従業者数（右軸） 

製造品出荷額等（左軸） 
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981 
1,076 

1,021 994 
918 

936 

5,740 

6,352 6,225 
6,044 6,199 

5,192 

0

2,000

4,000

6,000

0

500

1,000

1,500

2,000

H9 H11 H14 H16 H19 H26

観光客入込観光客入込観光客入込観光客入込みみみみ数数数数    

小売業年間販売額小売業年間販売額小売業年間販売額小売業年間販売額    

（億円） 従業者数（右軸） 

年間販売額（左軸） 

（人） 

（資料：江別市統計書） 

（資料：江別市統計書） 

（人） 

749,200 749,900 
845,700 

757,300 
709,200 

926,000 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27



  

 12

３ 財政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

457.24 

423.15 418.85 

390.91 
380.90 

387.80 392.63 
386.61 

421.00 

439.98 

394.31 397.19 

428.77 

450.75

473.00 

451.9 

418.3 

412.4 

387.8 

375.3 
379.6 

388.0 

381.1 

415.6 

434.1 387.4 

391.8 

421.4 

444.1 

465.8 

200.0

300.0

400.0

500.0

H13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

83 86 92 
100 105 103 110 114 121 117 119 116 116 117 112 111 115 116 

127 127 124 122 123 120 122 123 121 

66
71 

78 

93 86 88 
92 

96 

101 112 
120 128 121 113 

108 105 104 99 
94 95 98 104 106 108 107 105 103 43 

37 

40 

48 51 45 

49 

59 

56 

75 
71 63 

68 

58 

57 
54 51 

48 
51 53 

83 78 78 77 

97 106 113 

54 56 

67 

71 64 
67 

71 

69 

72 

73 

85 
82 87 

90 
99 

95 91 106 96 93 

91 
76 

61 62 

66 
65 

78 

22 18 

24 

33 
37 50 

49 

57 36 

48 

46 59 59 

32 
18 

8 
7 

7 14 10 

10 38 

8 13 

18 

34 

42 

6 

13 

25 

17 
13 

12 
11 

9

15 

23 

18 19 

19 

18 

16 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

財政状況財政状況財政状況財政状況：：：：歳入歳入歳入歳入・・・・歳出歳出歳出歳出のののの推移推移推移推移    

歳入歳入歳入歳入のののの推移推移推移推移    

歳出総額 歳入総額 （億円） 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

市税 

その他の収入 

臨時財政対策債 

国道支出金 

地方交付税 

市債 

年度 

（億円） 
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市税

25.6%

地方交付税

21.8%
特定事業に対す

る国の支出金

17.6%

特定事業に対す

る道の支出金

6.3%

市債

12.4%

使用料・手数料

1.8%
その他の収入

8.6%

55 

41 

44 

42 

40 

40 

36 

39 

37 

33 

56 

44 

36 

37 

39 

40 

38 

107 

97 

93 

92

102 

97

92

107 

109 

109 

116 

133 

137 

139 

145 

152 

164 

39 

47 

93 

56 

51 

35 

33 

37 

39 

38 

41 

42 

42 

41 

43 

44 

52 

107 

115 

98 

97 

90 

85 

79 

76 

77 

75 

79 

90 

54 

57 

70 

65 

64 

12 

12 

12 

12 

11 

11 

10 

11 

11 

11 

12 

14 

12 

13 

12 

12 

12 

45 

56 

40 

38 

42 

34 

34 

32 

32 

33 

34 

37 

32 

33 

41 

60 

63 

32

44 

46 

51 

53 

54 

52 

52 

50 

51 

46 

46 

48 

48 

48 

47 

42 

30 

29 

27 

26 

24 

24 

25 

25 

34 

30 

31 

29 

27 

31

26 

24 

31 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

H11

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

億円
総務費 民生費 衛生費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他

目的別歳出目的別歳出目的別歳出目的別歳出のののの推移推移推移推移    

平成平成平成平成２７２７２７２７年度一般会計歳入額年度一般会計歳入額年度一般会計歳入額年度一般会計歳入額のののの内訳内訳内訳内訳    

（資料：江別市財政の現状と課題） 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

歳入総額歳入総額歳入総額歳入総額    

約約約約 473473473473 億円億円億円億円    

前年度約前年度約前年度約前年度約 451451451451 億円億円億円億円    

    
（（（（4.94.94.94.9％％％％増増増増））））    

（平成 27年度決算数値） 
国からの譲与税・交付金など 5.9% 
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総務費

8.1%

民生費

35.1%

衛生費

11.1%

土木費

13.8%

消防費

2.6%

教育費

13.5%

公債費

9.1%

その他

6.7%

人件費

13.9%

物件費

12.2%

扶助費

21.5%

補助費等

8.0%

公債費

9.1%

投資出資・貸付

金

5.6%

繰出金

9.2%

投資的経費

16.9%

その他

3.6%

目的別歳出目的別歳出目的別歳出目的別歳出のののの内訳内訳内訳内訳    

性質別歳出性質別歳出性質別歳出性質別歳出のののの内訳内訳内訳内訳    

（資料：江別市財政の現状と課題） 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

（平成 27年度決算数値） 

歳出歳出歳出歳出総額総額総額総額    

約約約約 444466666666 億円億円億円億円    

（（（（5.05.05.05.0％％％％増増増増））））    

前年度約前年度約前年度約前年度約 444444444444 億円億円億円億円    

歳出歳出歳出歳出総額総額総額総額    

約約約約 444466666666 億円億円億円億円    

（（（（5.05.05.05.0％％％％増増増増））））    

前年度約前年度約前年度約前年度約 444444444444 億円億円億円億円    

（平成 27年度決算数値） 

生活保護や老人福祉、児童福祉、 

障がい者福祉など 

保健センター 

の事業やごみ処理、市営

墓地など 

道路の整備や除雪、 

河川の管理、市営住宅、 

都市計画など 

小・中学校の経費や 

文化・スポーツ事業 

借入金の返済 

議会・商工 

 労働・農業など 

庶務・企画・財務・人

事・広報・税務・市民

活動・環境対策 

など 

議員や職員の給与・報酬 

借入金の返済 

各種団体への補助金や上水道・下水

道・病院各会計への補助など 

医療費助成や生活扶助

などの福祉給付 

融資制度のための貸付金 

（返済収入あり）や大学への出資など 

国民健康保険・介護保険等 

各会計への負担など 

公共施設や学校、道路などの 

建設事業 

公共施設の維持補修や除排雪、基

金への積立など 

物品の購入や光熱水費、印刷、施設

の管理委託など 
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50

100

150

200

250

300

350

400

450

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
年度

歳出総額と主な性質別経費の推移

歳出歳出歳出歳出のののの推移推移推移推移～～～～人件費人件費人件費人件費・・・・公債費公債費公債費公債費のののの減少減少減少減少とととと扶助費扶助費扶助費扶助費のののの増加増加増加増加    

人件費 

歳出総額 

物件費 
公債費 

扶助費 

投資的経費 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

歳出総額 

（億円） 

（億円） 

・投資的経費は、人口増加に伴う社会基盤の整備（学校や道路など）や新ごみ処理施設の建設、バブル崩壊後の国の

経済対策などにより一時は 100 億円前後の規模となりましたが、平成 14年度からは各事業の終了により急激に減少

しました。平成 22年度は土地開発公社の解散に伴う用地等取得のため一時的に増加しました。平成 24年度以降は江

別の顔づくり事業、公営住宅の建替事業、学校の耐震改築事業により、増加しています。 
・人件費は、退職者の増加に対応するための３年毎の臨時経費などのため増加する年度もありますが、平成 14年度

から減少傾向にあります。（平成 27年度は、国勢調査や選挙の実施のため増加しました。） 
・物件費は、平成 12年度以降削減に努め、しばらくはほぼ横ばいで推移してきましたが、平成 19年度以降、江別駅
前再開発事業や環境クリーンセンター関連経費、政府による緊急雇用対策等のため増加しています。平成 27年度は、
マイナンバー制度関連のシステム改修費などにより、増加しました。 
・公債費は、平成 16年度まで増加を続け、平成元年度と比較すると 2倍以上の額にまでなりました。近年は市債発

行の抑制に努めており、臨時財政対策債や平成 22年度に借り入れた第三セクター改革等推進債の償還があるものの、

減少傾向にあります。 
・扶助費は、高齢化等の影響を受け、平成元年度と平成 27年度を比較すると 3倍以上に増加しています。特に、平
成 22年度は子ども手当（児童手当）などにより、平成 27年度は、子育て支援に関する新制度の開始により増加しま
した。 
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H元 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

残高

(億円)

年度

市債の状況

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000

江別市

恵庭市

千歳市

北広島市

札幌市

石狩市

円

各市の市債残高(市民１人当たり額)

市債市債市債市債のののの状況状況状況状況～～～～必要必要必要必要なななな社会基盤整備社会基盤整備社会基盤整備社会基盤整備のためにのためにのためにのために    

市債残高 

毎年の返済額 

借入額 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

（資料：江別市財政の現状と課題） 

今後の見込 

317,191 円 
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４ 江別市の職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(99)

(11)

28 
10 

33 
18 11 7 4 

2 

1,056 1,045 1,073 1,083 
1,116 1,134 1,145 1,152 1,156 1,158 

(100)

(80)

(60)

(40)

(20)

0

20

40

60

80

100

0

150

300

450

600

750

900

1,050

1,200

1,350

1,500

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

職員数職員数職員数職員数のののの推移推移推移推移    

455 447 443 442 449 452 453 460 463 471

110 110 108 107 107 108 106 106 105 100

128 128 129 129 129 130 130 130 130 130

261 261 296 309 336 353 362 362 368 369

77 73 
71 70 

72 68 68 68 64 62
25 26 

26 26 
23 23 26 26 26 261,056 

1,045 
1,073 1,083 

1,116 1,134 1,145 1,152 1,156 1,158 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（人） 

その他 

水道 

病院 

消防 

教育 

一般行政 

対前年増減数 

職員数 

（資料：江別市統計書） 

（資料：職員課） 

（人） （人） 
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